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変化に対応し生き残る
安積　中（大阪市平野区）

私
た
ち
が
社
会
参
加
を

齋
賀　

史
郎
（
豊
中
市
）

協会行事案内参加ご希望の方は、必ず事前にお申し込み下
さい。Ｍ＆Ｄホールは保険医会館東隣りです。

お申し込みは右のQRコードから
協会行事予定をご確認ください

専門家による
無料相談

税
務
相
談

　

８
月
20
日（
水
）
14
時
〜
17
時（
１
時
間
枠
）

雇
用
相
談

　

８
月
21
日（
木
）
14
時
〜
16
時（
30
分
枠
）

法
律
相
談

　

９
月
１
日（
月
）
14
時
〜
16
時（
30
分
枠
）

シ
ス
テ
ム
相
談　

第
３
土
曜
日　

14
時
〜
17
時（
１
時
間
枠
）

※
会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

日
時　

８
月
30
日
（
土
）
午
後
３
時
45
分
〜
５
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
３
階

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

千
円　
　

定
員

30
人

持
参
物
『
カ
ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト

２
０
２
５
年
３
月
版
』（
３
、
０
０
０
円
）

新
規
個
別
指
導
対
策
講
習
会
〜
最
新
情
報
と
基
礎
を

固
め
る

【
会
員
限
定
】

日
時　

８
月
30
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
３
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
３
階

講
師　

社
保
研
究
部
講
師
団

会
費　

千
円　
　

定
員

30
人

持
参
物
『
絵
で
見
る
色
で
わ
か
る
歯
科
の
院
内
感
染
防
止
対

策
』（
１
、
５
０
０
円
）

歯
初
診
に
か
か
る
施
設
基
準
研
修
会

【
会
員
限
定
】

日
時　

８
月
24
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場

と
み
も
と
歯
科
（
地
下
鉄
中
央
線
「
朝
潮
橋
」
駅
か

ら
10
分
）

講
師　

冨
本
昌
之
氏
（
大
阪
市
港
区
開
業
）

会
費　

５
千
円　
　

定
員

16
人

チ
ェ
ア
サ
イ
ド
講
習
会　

バ
キ
ュ
ー
ム
実
習

【
ス
タ
ッ
フ
対
象
】

日
時　

８
月
23
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
５
時

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

講
師

長
友
薫
輝
氏
（
佛
教
大
学
准
教
授
、
日
本
医
療
福
祉

政
策
学
会
副
会
長
）

会
費　

無
料

定
員　

現
地
60
人
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
２
０
０
人

医
療
費
４
兆
円
削
減
問
題
に
つ
い
て

【
会
員
・
ス
タ
ッ
フ
対
象
】
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併
用
）

日
時　

９
月
７
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時
30
分

会
場　

Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル

講
師　

臨
床
学
術
部
講
師
団

会
費　

５
千
円　
　

定
員

15
人

※
『
正
確
な
シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ

安
全
な
ス
ケ
ー
ラ
ー
操

作
』（
定
価
４
、
０
７
０
円
）
を
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用

し
ま
す
。
院
所
で
一
冊
ご
購
入
を
検
討
く
だ
さ
い
。

チ
ェ
ア
サ
イ
ド
講
習
会　

シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

【
ス
タ
ッ
フ
対
象
】

　

大
相
撲
七
月
場
所
を
間
近

に
控
え
た
７
月
某
日
、
荒
汐

部
屋
の
宿
舎
を
訪
ね
て
日
帰

り
で
名
古
屋
に
行
っ
て
き

た
。
稽
古
を
見
学
し
、
チ
ャ

ン
コ
を
御
馳
走
に
な
り
、
関

取
衆
の
手
形
ま
で
頂
く
…
要

は
大
相
撲
フ
ァ
ン
と
し
て
こ

れ
以
上
無
い
充
実
し
た
一
日

を
過
ご
し
た
訳
で
、
こ
こ
で

は
土
産
話
代
わ
り
⁉
に
こ
の

日
頂
い
た
塩
チ
ャ
ン
コ
を
大

雑
把
に
紹
介
し
た
い
と
思

う
。

　

こ
の
日
は
「
振
る
舞
い
チ

ャ
ン
コ
」
の
企
画
が
あ
っ
た

た
め
、
作
る
量
は
大
鍋
２
つ

分
。
チ
ャ
ン
コ
場
を
仕
切
る

の
は
元
力
士
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
・
内
海
さ
ん
。
具
材
は
鶏

肉
、
油
揚
げ
の
他
キ
ャ
ベ

ツ
、
玉
ネ
ギ
、
シ
メ
ジ
、
エ

ノ
キ
、
シ
イ
タ
ケ
、
ニ
ラ
等

一
般
的
な
野
菜
。
鍋
に
水
を

張
り
、

昆
布
で
出
汁
を
取

る
。
昆
布
を
引
き
上
げ
た
ら

大
量
の
鶏
肉
と
油
揚
げ
を
鍋

に
投
入
。
ア
ク
取
り
は
丁
寧

　

大
日
本
帝
国
憲
法
が
施
行

さ
れ
て
か
ら
１
９
４
５
年
の

敗
戦
ま
で
は
、
他
国
へ
派
兵

し
悲
惨
な
戦
争
を
繰
り
返
し

国
民
に
犠
牲
を
強
い
た
56
年

で
し
た
。

　

一
方
、
施
行
し
て
79
年
に

な
る
日
本
国
憲
法
（
平
和
憲

法
）
の
下
で
は
、
イ
ラ
ク
戦

争
の
と
き
「
金
で
は
駄
目

だ
。
兵
士
を
出
せ
」
と
ブ
ッ

シ
ュ
２
世
の
脅
迫
に
、
時
の

宰
相
小
泉
純
一
郎
が
１
連
隊

を
派
兵
し
、
陣
地
に
ミ
サ
イ

ル
が
着
弾
し
た
が
、
幸
い
犠

に
。
味
付
け
は
大
量
の
塩
と

コ
ン
ソ
メ
の
素
（
隠
し
味
で

こ
れ
が
重
要
）
。
更
に
醤
油

を
回
し
か
け
て
一
度
味
見
を

す
る
。「
塩
チ
ャ
ン
コ
な
の

に
お
醤
油
使
う
ん
で
す

か
？
」
と
聞
く
と
、「
美
味

し
く
な
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い

牲
者
は
無
く
任
期
を
終
え
無

事
帰
還
し
た
こ
と
以
外
、
外

地
に
出
兵
し
戦
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

悲
惨
の
極
み
で
あ
る
戦
争

の
実
態
を
、
身
を
も
っ
て
経

験
し
た
人
達
は
生
き
て
お
ら

れ
ま
せ
ん
。
過
去
に
目
を
閉

じ
た
右
寄
り
首
相
は
、
自
衛

隊
を
正
式
の
軍
隊
に
し
て

「
戦
争
の
で
き
る
国
」
に
し

た
い
の
で
す
。
そ
ん
な
政
府

に
同
調
し
改
憲
を
煽
動
す
る

メ
デ
ィ
ア
は
許
せ
ま
せ
ん
。

　

戦
争
を
な
く
す
こ
と
は
、

生
あ
る
者
の
究
極
の
願
い
で

す
。
施
行
し
て
79
年
、
日
本

国
憲
法
９
条
は
、
外
地
へ
の

出
兵
を
許
さ
ず
、
日
本
の
平

和
を
守
る
と
共
に
「
戦
争
の

放
棄
」
を
表
明
す
る
こ
と
で

人
々
の
命
と
自
由
を
守
っ
て

で
す
か
」
と
内
海
さ
ん
。
は

い
、
私
が
愚
か
で
し
た
。

　

野
菜
は
固
い
物
か
ら
柔
ら

か
い
物
の
順
な
の
で
、
玉
ネ

ギ
で
始
ま
り
ニ
ラ
で
終
わ

る
。
ひ
と
煮
立
ち
し
た
ら
味

見
を
し
て
完
成
。
シ
ン
プ
ル

な
材
料
と
調
味
料
と
い
う
の

に
得
も
言
わ
れ
ぬ
味
と
香
り

の
塩
チ
ャ
ン
コ
、
内
海
さ
ん

凄
腕
だ
。

　

力
士
が
食
す
の
は
鍋
と
ご

飯
（
白
米
）

だ
け
で
は
な

い
。
必
ず
３
〜
４
種
類
の
副

菜
も
添
え
る
。
こ
の
日
は

豚
の
角
煮
、

シ
ラ
ス
ね

ぎ
、
目
玉
焼
き
そ
れ
に
鶏

肉
と
ア
ス
パ
ラ
炒
め
で
あ

っ
た
。
暑
い
季
節
、
鍋
は

比
較
的
さ
っ
ぱ
り
し
て
食

べ
易
く
、
副
菜
は
ご
飯
が

進
む
様
考
え
ら
れ
て
い

る
。「
ご
っ
ち
ゃ
ん
で
し

た
」
の
味
で
あ
っ
た
。

き
ま
し
た
。
「
守
ろ
う
９

条
」
の
声
を
拡
げ
反
戦
平
和

の
国
、
日
本
を
目
指
し
ま
し

ょ
う
。

　

私
は
、
東
京
と
山
梨
で
開

業
し
、
今
は
大
阪
で
も
勤
務

医
と
し
て
働
い
て
い
る
。

　

私
は
こ
れ
ま
で
保
険
医
協

会
の
会
員
を
続
け
な
が
ら
、

何
も
貢
献
で
き
て
い
な
い
な

と
感
じ
て
い
て
、
勉
強
も
か

ね
て
女
医
の
会
の
世
話
人
会

に
参
加
し
て
み
る
こ
と
に
し

た
。
そ
こ
で
は
、
講
習
会
や

文
化
企
画
を
考
え
た
り
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
問
題
な
ど
の
最
新

情
勢
を
学
ん
だ
り
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
意

見
を
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
出
し

合
っ
て
交
流
し
て
い
る
の

で
、
気
軽
に
参
加
で
き
て
い

る
。

　

私
た
ち
女
性
医
師
・
歯
科

医
師
は
も
っ
と
社
会
に
参
加

し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
う
。
た
く
さ
ん
の
情

報
が
飛
び
交
っ
て
い
る
時
代

だ
が
、
自
分
の
考
え
を
持

ち
、
偏
っ
た
志
向
に
と
ら
わ

れ
ず
世
の
中
に
追
い
付
い
て

い
か
な
い
と
い
け
な
い
。
世

界
の
情
勢
は
目
ま
ぐ
る
し
く

変
化
し
て
い
る
。
テ
レ
ビ
の

報
道
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
情
報
を
鵜

呑
み
に
し
な
い
よ
う
に
気
を

付
け
な
い
と
い
け
な
い
。
自

分
で
こ
ま
め
に
情
報
を
チ
ェ

ッ
ク
し
、
協
会
行
事
に
も
参

加
し
よ
う
。

　

女
医
の
会
の
行
事
や
世
話

人
会
も
定
期
的
に
開
催
し
て

い
る
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て

も
ら
い
た
い
。

反戦平和　活かせ９条
門奈　丈石（大阪市平野区）

中
嶋　

信
子
（
高
槻
市
）

　

私
は
大
阪
市
福
島
区
に
生

ま
れ
、
大
阪
市
東
淀
川
区
で

育
ち
ま
し
た
。
父
母
と
も
実

家
が
福
島
区
な
の
で
、「
夏

休
み
に
田
舎
に
帰
る
」
事
が

出
来
ず
、
小
学
生
の
時
は
ひ

た
す
ら
学
校
の
プ
ー
ル
開
放

に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
２
学

期
の
始
業
式
に
久
し
ぶ
り
に

会
う
友
達
が
語
る
話
は
「
海

に
行
っ
て
浜
辺
で
ス
イ
カ
割

り
を
し
た
」
と
か
「
山
で
カ

ブ
ト
虫
や
ク
ワ
ガ
タ
を
取
っ

て
き
た
」
な
ど
羨
ま
し
い
話

ば
か
り
で
し
た
。
母
に
「
何

で
ウ
チ
は
田
舎
が
無
い
ね

ん

」
と
よ
く
聞
い
た
も
の

で
し
た
。
そ
の
経
験
か
ら
自

分
の
子
供
に
は
、「
そ
の
時

そ
の
時
」
に
し
か
経
験
出
来

な
い
事
を
可
及
的
に
経
験
さ

せ
る
べ
く
、
夏
休
み
や
春
休

み
は
基
本
的
に
妻
の
実
家

（
鹿
児
島
市
）
で
過
ご
さ
せ

ま
し
た
。
幸
い
程
よ
い
田
舎

で
、
近
所
の
川
で
水
遊
び
し

た
り
、
小
さ
い
漁
港
で
魚
釣

り
を
し
た
り
、
山
で
カ
ブ
ト

虫
を
捕
ま
え
た
り
、
子
供
ら

し
い
夏
休
み
を
過
ご
さ
せ
る

事
が
出
来
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。

　

私
が
中
学
生
の
頃
は
、
友

「
ご
っ
ち
ゃ
ん
で
し
た
」

大
相
撲
・
荒
汐
部
屋
見
学

人
達
も
部
活
な
ど
で
夏
休
み

に
田
舎
に
帰
る
事
も
減
り
、

野
球
部
な
ど
は
朝
か
ら
晩
ま

で
練
習
し
て
い
ま
し
た
。
当

時
は
昭
和
の
根
性
論
が
盲
信

さ
れ
て
い
た
の
で
、「
練
習

中
に
水
は
飲
む
な
」
と
言
わ

れ
て
お
り
、
今
な
ら
熱
中
症

（
当
時
は
日
射
病
と
言
っ
て

い
た
）
で
命
の
危
険
に
関
わ

る
レ
ベ
ル
で
し
た
。
時
代
と

共
に
考
え
方
も
変
わ
る
も
の

で
、
今
は
「
こ
ま
め
に
水
分

補
給
を
」
が
常
識
で
す
。

　

我
々
の
診
療
に
お
い
て
も

抜
歯
前
に
は
「
抗
凝
固
薬

（
抗
血
栓
薬
）
の
休
薬
を
」

↓
「
原
則
休
薬
不
要
」、「
骨

粗
鬆
症
薬
服
用
中
な
ら
抜
歯

禁
忌
」
↓
「
抜
歯
も
可
」
と

変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
か
の

ダ
ー
ウ
ィ
ン
曰
く
「
生
き
残

る
の
は
強
い
も
の
、
賢
い
も

の
で
は
な
く
変
化
に
対
応
で

き
る
も
の
で
あ
る
」
と
の

事
。
我
々
も
カ
チ
カ
チ
の
脳

み
そ
を
よ
〜
く
ほ
ぐ
し
て
、

老
害
と
言
わ
れ
な
い
よ
う
に

変
化
に
対
応
し
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
!?

会

員

投

稿

チャンコ場の内海さんと大鍋２つ


